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● 活動地域の概要 

（総面積は 264.95k ㎡、面積の約９割が山林・原野、耕地率4.9%の典型的な山村。降雪量は 1.5m～2.0m、積雪

期間が 150 日以上の特別豪雪地帯。人口は平成17年5,641人、過去30年間の人口減少率は 20.9%。65歳以上人口

比率は 35.0％と少子高齢化が進行。現在の集落数は 79。集落の数はほとんど変化無く推移しているが集落人口は人

口減少と同調し減少。しかし消滅した集落は無い。世帯数については、昭和50年が1,714戸、平成17年が1,609戸

で6.1％程度の減少率である。高齢化率は、昭和35年4.3％から、平成2年に18.8％、平成17年35.0％と急速な速

度で進んでいる。 

公共交通機関としては、民間路線バスと内陸縦貫鉄道があるが、民間バスは不採算路線であり、松葉～上戸沢間が平

成22年３月末に廃止された。内陸縦貫鉄道については運行の継続は決まったものの、大変厳しい経営状況にある。 

             
【仙北市地図】                       【 雪に埋もれた高齢者宅 】2008年2月赤倉一善 撮影  

● 活動地域の課題 

 20年度の取組みでは高齢化率40％以上の15集落、261戸にアンケートと訪問聞き取りによる調査を実施。内一人暮

らし世帯が17％、全員65歳以上の世帯が26.1％と、独居老人や高齢世帯の暮らしぶりが不安視される状態である。日

常生活で不便と感じることは、の問(複数回答)に対し、通院の大変さが30.7％、雪おろしや除雪作業の大変さが24.7％、

買い物の大変さが20.4％という結果だった。また、不安を感じる緊急事態とは、の問(複数回答)に対しては、急病や事

故などへの救急医療体制との回答が62.3％にのぼった。一方、このように不安や不便さを抱えていても、現在地に住み

続けたいとの回答は80.6％あり、住み続けるための集落内、周辺集落内の協働の取り組みによるコミュニティの活性化

が求められている。また通院や買い物のための足の確保が急務である。 

 

 

● 活動の内容 

 ①県内、県外の学生による高齢者宅訪問活動 

 庭仕事の手伝いや除雪などの訪問活動を通して、学生たちはお年寄りの知恵や技を学び、お年寄りは伝えることで 

 生きがいを感じる取組みを継続している。 

 ②医療の悩み相談と健康づくりをセットにした活動 

 2年間の取組みの中で立ち上げた一般社団法人高齢社会生活防衛研究所主催による、看護士による血圧測定、健康相

談、安全な入浴方法の指導を継続的に実施。 

 

（直近１年間の進捗など） 

 仙北市役所の予算措置により、民間バス路線廃止のエリアに、デマンド型（予約制）乗り合いタクシーを運行。 

 



 
● 活動の成果 

・全体 

（活動の成果、地域内での反響・効果及び周辺への波及効果等について記入） 

 2年間の取組みの中で立ち上げた一般社団法人高齢社会生活防衛研究所の 

活動として、西木温泉クリオンにて、隔週の火・水・木曜日の10時～11時 

半、看護士による血圧測定、健康相談、入浴時のアドバイス等を実施してい 

る。健康上の悩みだけでなく、家族や近所づきあいの悩みなど、聞いてもら 

えることがうれしいと楽しみにする利用者が増えている。毎回15人～20人 

は利用している 

 

 21年度に実施した県内大学生による高齢者宅訪問を今年度は夏に１回実施 

し、冬期の実施も計画している。学生を迎えることで高齢者は生きる張り合 

いを感じている。学生も実家に帰るような感覚で訪れ、お年寄りの優しさや 

食や工芸の技に刺激を受けている。また、地域課題を直視することで、学び 

の意欲が高まっている。 

 

・直近１年間の成果など 

（活動の状況、地域内での反響・効果及び周辺への波及効果等について記入） 

民間バス路線が廃止された西木町桧木内地区の松葉～上戸沢間において、 

仙北市の予算措置によりデマンド型（予約制）乗り合いタクシーの運行が 

10月から開始された。１日３往復運行されている。 

 終点松葉駅から乗り継ぎ時間10分で民間路線バスに接続する運行ダイ 

ヤが組まれている。この路線バスの運行経路は、西明寺診療所・西木温泉 

クリオン～仙北市役所西木庁舎～角館方面行きとなっていて、主に通院の 

ために利用されている。 

  玄関先までとはいかないが、各戸から500メートル以内に停留所が設置 

されたため、民間路線バスの停留所よりは歩く距離が短縮された点は、利 

用者から歓迎されている。 

   

  

● 今後の課題及び展望 

・課題（活動を通して発見された課題等を記入） 

 デマンド型乗り合いタクシーについては、路線バスへの乗り継ぎをしないと目的地にダイレクトに行けないという課

題は大きい。また、前日の午後９時までに電話予約が必要な制度のため、電話が苦手なお年寄りにはつらいものがあ

る。 

 民間交通の経営を圧迫しないということと、利用者の利便性を図ることとの矛盾を埋める作業は簡単ではない。 

 

・展望（今後の取組みや検討について記入） 

 様々な不自由さや困難を抱え、すぐには解決できない状況にあっても、この地域で生きていくことを願う住民同士の

交流、他地域の人々との交流を通して、生きがいを発見し続けていきたい。 

 

 

● その他（自由記述） 

 事業を通して、新たな公とは、新しい組織ではなく、新しい行動スタイルだと学びました。 

課題解決のために、民間からも行政からも、臆することなく発信し、発信されたことは、民間も行政も真摯に 

受け止め、考え、行動に移すというスタイルを続けていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 
10 月 12 日にスタートした乗り

合いタクシーの案内パンフ 

高齢者宅を訪れた学生たちと楽し

い語らいが弾む。 


